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「教
おし
える人

ひと
のための文

ぶん
法
ぽう
」解

かい
説
せつ
書
しょ

『初
しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と教

おし
え方

かた
のポイント』

▽学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の質
しつ
問
もん
や誤

ご
用
よう
から文

ぶん
法
ぽう
を考

かんが
える

　本
ほん
書
しょ
は日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える人

ひと
のために書

か
かれた文

ぶん

法
ぽう
解
かい
説
せつ
書
しょ
です。これまで日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のための文

ぶん

法
ぽう
解
かい
説
せつ
書
しょ
には、日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
究
きゅう
に基
もと
づいた詳

しょう
細
さい
な解
かい

説
せつ
書
しょ
から、教

きょう
科
か
書
しょ
の文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
を効
こう
果
か
的
てき
に教
おし
える

方
ほう
法
ほう
を紹

しょう
介
かい
する実

じっ
践
せん
に即
そく
したものまで、様

さま
々
ざま
な

種
しゅ
類
るい
のものが出

しゅっ
版
ぱん
されています。この本

ほん
は日

に
本
ほん

語
ご
研
けん
究
きゅう
に基

もと
づいた文

ぶん
法
ぽう
解
かい
説
せつ
を含
ふく
みながら、日

に
本
ほん

語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の実

じっ
際
さい
の質

しつ
問
もん
や誤

ご
用
よう
に着

ちゃく
目
もく
し、具

ぐ
体
たい
的
てき

な解
かい
説
せつ
と指

し
導
どう
法
ほう
を簡

かん
潔
けつ
に提

てい
示
じ
した内

ない
容
よう
となって

います。従
したが
って、これから日

に
本
ほん
語
ご
を教
おし
えたいと

思
おも
っている人

ひと
、日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
え始
はじ
めた人

ひと
、もう一

いち

度
ど
文
ぶん
法
ぽう
を整

せい
理
り
したいと思

おも
っている人

ひと
など、新

しん
人
じん

からベテランの教
きょう
師
し
まで様

さま
々
ざま
な段

だん
階
かい
の教

きょう
師
し
が参

さん

考
こう
にすることができます。

　本
ほん
書
しょ
では、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の初

しょ
級
きゅう
レベルで扱

あつか
われ

る文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
の中
なか
から69項

こう
目
もく
を取

と
り上

あ
げています。

文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
は、一

いっ
般
ぱん
の初
しょ
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
しょ
の提

てい
出
しゅつ
順
じゅん
にほぼ

沿
そ
って並

なら
べてありますが、どの項

こう
目
もく
からでも読

よ

み始
はじ
めることができます。

　各
かく
文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
の解
かい
説
せつ
の構

こう
成
せい
は、「会

かい
話
わ
文
ぶん
」「学

がく
習
しゅう

者
しゃ
はどこが難

むずか
しいか。よく出

で
る質

しつ
問
もん
」「学

がく
習
しゅう
者
しゃ

の誤
ご
用
よう
の例

れい
」「説

せつ
明
めい
」「指

し
導
どう
法
ほう
あれこれ」「指

し
導
どう

のポイント」の順
じゅん
になっています。

　具
ぐ
体
たい
的
てき
には、まず「会

かい
話
わ
文
ぶん
」で、取

と
り上

あ
げる

文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
が実
じっ
際
さい
にどのような会

かい
話
わ
文
ぶん
で使
つか
われて

いるのかが、自
し
然
ぜん
に近
ちか
い会

かい
話
わ
の流

なが
れの中

なか
で紹

しょう
介
かい

されます。次
つぎ
に、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がよくする質

しつ
問
もん
や困
こん
難
なん

に感
かん
じる点

てん
が紹

しょう
介
かい
され、さらに学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の実

じっ
際
さい
の

誤
ご
用
よう
例
れい
が提

てい
示
じ
されます。こうした流

なが
れの中

なか
で、

教
きょう
師
し
として特

とく
に考

かんが
えなければならないポイント

が明
あき
らかにされます。

　続
つづ
く「説

せつ
明
めい
」では、各

かく
文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
についての意

い

味
み
と用

よう
法
ほう
の説

せつ
明
めい
が

わかりやすく簡
かん
潔
けつ

に解
かい
説
せつ
されていま

す。前
ぜん
述
じゅつ
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ

の質
しつ
問
もん
への回

かい
答
とう
が

得
え
られるとともに、

文
ぶん
法
ぽう
の知

ち
識
しき
を整

せい
理
り
することができます。

▽具
ぐ

体
たい

的
てき

な指
し

導
どう

法
ほう

を考
かんが

える

　この本
ほん
の後

こう
半
はん
には、「指

し
導
どう
法
ほう
あれこれ」「指

し
導
どう

のポイント」など指
し
導
どう
に関
かん
する解

かい
説
せつ
があります。

筆
ひっ
者
しゃ
自
じ
身
しん
の経

けい
験
けん
を踏

ふ
まえた具

ぐ
体
たい
的
てき
な解

かい
説
せつ
で、教

きょう

師
し
経
けい
験
けん
の浅

あさ
い人

ひと
にもわかりやすい内

ない
容
よう
になって

います。また、指
し
導
どう
の際

さい
に注

ちゅう
意
い
するポイントが

明
めい
記
き
されているため、授

じゅ
業
ぎょう
準
じゅん
備
び
の際

さい
に参

さん
考
こう
にす

ることができます。

　また、巻
かん
末
まつ
には主

しゅ
要
よう
初
しょ
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
しょ
との対

たい
応
おう
表
ひょう
が

付
つ
いていますので、授

じゅ
業
ぎょう
前
まえ
、授
じゅ
業
ぎょう
後
ご
に参

さん
考
こう
にす

ることができて、便
べん
利
り
です。

●データ●

　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん

ばこ
Bookshelf： Introduction of New Titles

P. 138 P. 139P. 7（目
もく
次
じ
）

※データ凡
はん
例
れい
　z著

ちょ
者
しゃ
　x出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
　c刊

かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
　vISBN　b判

はん
型
けい
・ページ数

すう
　n定

てい
価
か
　mその他

た

z市
いち
川
かわ
保
やす
子
こ
　xスリーエーネットワーク（〒101- 

0064 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3（松

しょう
栄
えい
ビル）） 
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c

2005年
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　v4- 

88319-336-5 bA5判
ばん
462ページ n2,100円

えん
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　これは、日
に
本
ほん
の文

ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
などを学

まな
ぶための

ビデオ教
きょう
材
ざい
です。日

に
本
ほん
人
じん
のホストファミリーの

家
いえ
に住

す
んで大

だい
学
がく
に通

かよ
うアメリカ人

じん
の留

りゅう
学
がく
生
せい
が主
しゅ

人
じん
公
こう
で、この留

りゅう
学
がく
生
せい
とホストファミリーなど周

しゅう

囲
い
の人

ひと
々
びと
との交

こう
流
りゅう
や日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の場

ば
面
めん
が取

と
り上

あ
げ

られています。この教
きょう
材
ざい
を通

とお
して、初

しょ
級
きゅう
、中

ちゅう
級
きゅう

の日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
型
けい
や、人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
の違
ちが
いによる日

に
本
ほん
語
ご

の使
つか
い方

かた
、非

ひ
言
げん
語
ご
コミュニケーションについて

も学
まな
べます。教

きょう
材
ざい
は、「ホストファミリーの家

いえ
で」

「大
だい
学
がく
で」「レストランで」「アルバイト先

さき
で」とい

う題
だい
名
めい
の全

ぜん
４巻

かん
で、各

かく
巻
かん
20分

ぷん
程
てい
度
ど
の長

なが
さです。

　３巻
かん
目
め
の「レストランで」というビデオを少

すこ

し詳
くわ
しく見

み
てみましょう。ここでは、レストラ

ンでおしぼりとお冷
ひ
やが出

で
ること、おつりの出

だ

し方
かた
、定
てい
食
しょく
などのメニュー、料

りょう
理
り
や、料

りょう
理
り
の出

だ

し方
かた
など、日

に
本
ほん
の生
せい
活
かつ
文
ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
がわかります。

また、家
か
族
ぞく
同
どう
士
し
の呼

よ
び方

かた
、レストランでの注

ちゅう
文
もん

をするときの会
かい
話
わ
、「食

た
べれる」「見

み
れる」など

の省
しょう
略
りゃく
形
けい
など、様

さま
々
ざま
な日

に
本
ほん
語
ご
を知

し
ることもでき

ます。日
に
本
ほん
の文
ぶん
化
か
紹
しょう
介
かい
に使
つか
えるほかに、スクリ

プトを使
つか
った聞

き
き取

と
り練

れん
習
しゅう
や、画

が
面
めん
から会

かい
話
わ
を

想
そう
像
ぞう
するなど様

さま
々
ざま
な日

に
本
ほん
語
ご
の練

れん
習
しゅう

にも使
つか
うことができるでしょう。全

ぜん

体
たい
を通
とお
して見

み
るだけでなく、テーマ

に応
おう
じて必

ひつ
要
よう
な場

ば
面
めん
だけを見

み
て使

つか

うこともできます。

　この教
きょう
材
ざい
は、各

かく
場
ば
面
めん
で、アメリカ

の文
ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
と日

に
本
ほん
のそれとの違

ちが

いに特
とく
に焦

しょう
点
てん
を当

あ
てているのが特

とく

徴
ちょう
です。使

つか
うときには、この点

てん
に留

りゅう

意
い
し、各

かく
自
じ
が、自

じ
分
ぶん
の文

ぶん
化
か
と比
くら
べて

どうなのかという視
し
点
てん
で見

み
る必

ひつ
要
よう

があるでしょう。この教
きょう
材
ざい
には、ビデオテープ

とスクリプトのほかに、「効
こう
果
か
的
てき
な使

つか
い方

かた
」に

ついての解
かい
説
せつ
が付

つ
いているので、授

じゅ
業
ぎょう
の参
さん
考
こう
に

するといいでしょう。

●データ●
z企

き
画
かく
・構
こう
成
せい
　氏

うじ
家
いえ
研
けん
一
いち
　x東

とう
京
きょう
書
しょ
籍
せき
（〒114- 

8524 東
とう
京
きょう
都
と
北
きた
区
く
堀
ほり
船
ふね
2-17-1）　TEL.03-5390- 

7579  FAX.03-5390-7582　URL.www.tokyo-

shoseki.co.jp　b全
ぜん
4巻
かん
各
かく
15～20分

ぷん
  nNTSC

各
かく
10,500円

えん
　PAL 各

かく
18,900円

えん
　m教

きょう
師
し
用
よう
手
て
引
び

き付
つき

　クラスの中
なか
での人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
は学
がく
習
しゅう
全
ぜん
体
たい
に大
おお
きな

影
えい
響
きょう
を与

あた
えることになります。

　本
ほん
書
しょ
はクラスでの人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
づくりや協

きょう
力
りょく
的
てき
な

学
がく
習
しゅう
雰
ふん
囲
いき
気づくりに注

ちゅう
目
もく
したアクティビティ集

しゅう

です。この本
ほん
は１.「アクティビティを始

はじ
める

前
まえ
に」２.「アクティビティを行

おこな
うにあたって」

３.「人
ひと
と人

ひと
をつなぐアクティビティ」の三

さん
部
ぶ

構
こう
成
せい
です。

　１と２では主
おも
にアクティビティのねらいや実

じっ

施
し
するにあたっての注

ちゅう
意
い
事
じ
項
こう
などについてです

が、３では「ほぐす」「知
し
り合

あ
う」「協

きょう
力
りょく
する姿

し

勢
せい
を築

きず
く」「クラスの一

いっ
体
たい
感
かん
を高
たか
める」「仲

なか
間
ま
への

共
きょう
感
かん
を呼

よ
び起

お
こす」「自

じ
己
こ
肯
こう
定
てい
感
かん
を高
たか
める」「多

た

様
よう
性
せい
を感

かん
じる」「五

ご
感
かん
で伝

つた
え合

あ
う」など計

けい
８種

しゅ

類
るい
50個

こ
のアクティビティが挙

あ
げられています。

たとえば、新
しん
学
がっ
期
き
が始

はじ
まってすぐの段

だん
階
かい
で、ク

ラスメンバーがお互
たが
いのことをまだよく知

し
らず、

なんとなく緊
きん
張
ちょう
しているとき、「ほぐす」アク

ティビティをすると、お互
たが
いの緊

きん
張
ちょう
がほぐれ、

速
はや
くリラックスした雰

ふん
囲
い
気
き
になれるでしょう。

ほとんどのアクティビティに必
ひつ
要
よう
な日

に
本
ほん
語
ご
運
うん
用
よう

力
りょく
は初
しょ
級
きゅう
レベルですが、中

ちゅう
級
きゅう
の力

ちから
を必

ひつ
要
よう
とする

ものも含
ふく
まれています。

　アクティビティ「No.３並
なら
んで、並

なら
んで」を

見
み
てみましょう。アクティビティの実

じっ
施
し
条
じょう
件
けん
が

ひと目
め
でわかる

ように、タイト

ルの横
よこ
に日

に
本
ほん
語
ご

レベル、参
さん
加
か
人
にん

数
ずう
、所

しょ
要
よう
時
じ
間
かん
が

分
わ
かりやすいア

イコンで表
ひょう
示
じ
さ

れています。

　本
ほん
文
ぶん
にはアク

ティビティのね

らい、文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
、

必
ひつ
要
よう
な道

どう
具
ぐ
、具

ぐ

体
たい
的
てき
な人

にん
数
ずう
、時

じ

間
かん
のほか、進

すす
め

方
かた
の手

て
順
じゅん
、実

じっ
施
し

のポイント、バ

リエーションも

紹
しょう
介
かい
されていま

す。

　付
ふ
録
ろく
にはすぐ

に使
つか
える「ワー

クシート集
しゅう
」や「初

しょ
級
きゅう
主
しゅ
要
よう
テキスト対

たい
応
おう
表
ひょう
」

「文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
別
べつ
さくいん」「レベル別

べつ
さくいん」

も付
つ
いているので、便

べん
利
り
です。

●データ●
z中

なか
村
むら
律
りつ
子
こ
、浅
あさ
見
み
かおり、金

かね
子
こ
広
ひろ
幸
ゆき
、宮
みや
崎
ざき
妙
たえ
子
こ
　

xアスク語
ご
学
がく
事
じ
業
ぎょう
部
ぶ
（〒162-8558 東

とう
京
きょう
都
と
新
しん
宿
じゅく

区
く
下
しも
宮
みや
比
ひ
町
ちょう
2-6）  TEL.03-3267-6866  FAX.03- 

3267-6868  URL.http://www.ask-digital.co. 

jp/  
c

2005年
ねん
3月
がつ
 3
みっ
 日
か
  v4-87217-569-7  bA5

判
はん
151ページ　n1,890円

えん

日
に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
や習

しゅう
慣
かん
を映

えい
像
ぞう
から学

まな
べる

『ビデオ講
こう

座
ざ

日
に

本
ほん

語
ご

　新
しん

･日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に見
み

る日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

』

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
に適

てき
したクラス環

かん
境
きょう
作
づく
りに

『人
ひと

と人
ひと

をつなぐ日
に

本
ほん

語
ご

クラスアクティビティ50』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 26 P. 27

レストランで定
てい
食
しょく
が運
はこ
ばれた場

ば
面
めん

http://www.tokyo-shoseki.co.jp/
http://www.tokyo-shoseki.co.jp/
http://www.ask-digital.co.jp/
http://www.ask-digital.co.jp/
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　近
きん
年
ねん
、日

に
本
ほん
に定

てい
住
じゅう
する外

がい
国
こく
人
じん
が増

ふ
えています。

日
に
本
ほん
も多

た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
を迎

むか
えようとしています。

日
に
本
ほん
に暮

く
らす外

がい
国
こく
人
じん
の声

こえ
に耳

みみ
を傾

かたむ
け、「先

せん
生
せい
」

と「生
せい
徒
と
」という関

かん
係
けい
ではなく、同

おな
じ地

ち
域
いき
に暮

く

らす対
たい
等
とう
な「市

し
民
みん
」としての人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
を作
つく
って

いくために、地
ち
域
いき
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
はどのような貢

こう

献
けん
ができるのか。この本

ほん
は武

む
蔵
さし
野
の
市
し
の日

に
本
ほん
語
ご
ボ

ランティア・グループが『参
さん
加
か
型
がた
学
がく
習
しゅう
』の手

しゅ
法
ほう

を用
もち
いて日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
の中
なか
で「人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
づくり」

にどのように取
と
り組

く
んでいったか、その実

じっ
践
せん
研
けん

究
きゅう
の成

せい
果
か
を理

り
論
ろん
と実

じっ
践
せん
の両

りょう
面
めん
からまとめたもの

です。

　理
り
論
ろん
編
へん
では、まず『参

さん
加
か
型
がた
学
がく
習
しゅう
』とは何

なに
か、

具
ぐ
体
たい
的
てき
にどんな活

かつ
動
どう
があるのか、『参

さん
加
か
型
がた
学
がく

習
しゅう
』によってどんなことが達

たっ
成
せい
できるのか、そ

の手
しゅ
法
ほう
を日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の中

なか
にどのように取

と
り入

い

れていくことができるのかなどについて理
り
論
ろん
的
てき

に説
せつ
明
めい
しています。そこではファシリテーター

（引
ひ
き出

だ
し役
やく
）としての「教

きょう
師
し
」の役

やく
割
わり
の重

じゅう
要
よう

性
せい
が強

きょう
調
ちょう
されています。

　実
じっ
践
せん
編
へん
では『参

さん
加
か
型
がた
学
がく
習
しゅう
』の４つの代

だい
表
ひょう
的
てき
な

手
しゅ
法
ほう
、「部

へ
屋
や
の四

よ
隅
すみ
」「フォトランゲージ」「い

いとこさがし」「２頭
とう
のロバ」の具

ぐ
体
たい
的
てき
な実

じっ
践
せん

例
れい
が紹

しょう
介
かい
されています。それぞれの活

かつ
動
どう
をどの

ように進
すす
めるか、活

かつ
動
どう
後
ご
の振

ふ
り返

かえ
りをどのよう

に行
おこな
うか、教

きょう
師
し
（ファシリテーター）がどのよ

うな役
やく
割
わり
を担
にな
うのかなどが詳

くわ
しく説

せつ
明
めい
されてい

ます。

　この本
ほん

に紹
しょう
介
かい
さ

れている

のは、日
に

本
ほん
国
こく
内
ない
の

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう

室
しつ
での実

じっ

践
せん
例
れい
です

が、その

理
り
念
ねん
と活

かつ

動
どう
例
れい
はさまざ

まな国
くに
や地

ち
域
いき

で働
はたら
く日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
師
し
にとって

も役
やく
に立

た
つも

のだと考
かんが
えら

れます。どうすれば地
ち
域
いき
に暮

く
らす人

ひと
々
びと
（日

に
本
ほん
人
じん

を含
ふく
む）と学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の間

あいだ
に「人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
づくり」が

できるか、協
きょう
同
どう
で日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
が進

すす
められるか、

そして教
きょう
師
し
はその過

か
程
てい
にどのように参

さん
加
か
できる

かを考
かんが
えるためのすぐれたガイドブックです。

●データ●

　Eメールは、手
て
紙
がみ
ほど形

けい
式
しき
にとらわれずに気

き

軽
がる
に書

か
くことができます。しかし、見

み
知
し
らぬ人

ひと

や目
め
上
うえ
の人

ひと
にお願

ねが
いのメールを出

だ
すようなとき

は、どう書
か
けば失

しつ
礼
れい
ではないのか悩

なや
むものだと

思
おも
います。

　この本
ほん
は、海

かい
外
がい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にも日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
にも

便
べん
利
り
な教

きょう
材
ざい
です。中

ちゅう
級
きゅう
以
い
上
じょう
のレベルを対

たい
象
しょう
とし

ています。

　Part 1がメールについての基
き
本
ほん
説
せつ
明
めい
（メール

で使
つか
う基

き
本
ほん
的
てき
表
ひょう
現
げん
や件

けん
名
めい
のつけ方

かた
など）、Part 

2が文
ぶん
例
れい
集
しゅう
になっています。Part 2は目

もく
的
てき
別
べつ
に

15章
しょう
に分

わ
かれています。例

たと
えば「誘

さそ
い/お願

ねが
い

/お礼
れい
/お詫

わ
び/断

ことわ
り/質

しつ
問
もん
/近
きん
況
きょう
報
ほう
告
こく
/進
しん
学
がく
に関

かん
す

るもの/ビジネスに関
かん
するもの」などです。

Part 2の各
かく
章
しょう
では、まずメール例

れい
の脇

わき
に基

き
本
ほん
構
こう

成
せい
が示

しめ
してあります。その下

した
に、よく使

つか
う便

べん
利
り

な表
ひょう
現
げん
が載

の
っています。次

つぎ
のページには、メー

ルが４～９例
れい
載
の
っています。それぞれのメール

について、書
か
かれた時

とき
の状

じょう
況
きょう
、丁

てい
寧
ねい
さの度

ど
合
あ
い

（低
てい
・中

ちゅう
・高

こう
）、書

か
き方

かた
のヒント、表

ひょう
現
げん
や単

たん
語
ご

（英
えい
語
ご
・中

ちゅう
国
ごく
語
ご
・韓
かん
国
こく
語
ご
訳
やく
つき）が載

の
っています。

　自
し
然
ぜん
な日

に
本
ほん
語
ご
でEメールを書

か
くことを目

もく
的
てき
に

した場
ば
合
あい
の、自

じ
習
しゅう
や授

じゅ

業
ぎょう
の手

て
順
じゅん
についても紹

しょう

介
かい
されています。

　この教
きょう
科
か
書
しょ
を使
つか
って、

日
に
本
ほん
と自

じ
国
こく
の文

ぶん
化
か
や慣

かん

習
しゅう
を比

ひ
較
かく
し考

かんが
える力

ちから
を

養
やしな
うこともできるでし

ょう。例
たと
えばメールが

書
か
かれた時

とき
の状

じょう
況
きょう
だけ

を見
み
て自

じ
分
ぶん
でメールを

書
か
いてみます。そのあ

と学
がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
で比

ひ
較
かく
し

合
あ
い、更

さら
に教

きょう
科
か
書
しょ
に挙

あ

がっているメール

例
れい
と見

み
比
くら
べて、な

ぜそのような書
か
き

方
かた
になっているの

か考
かんが
えます。日

に
本
ほん

語
ご
のメールに特

とく
徴
ちょう

的
てき
なことは何

なに
か、母

ぼ
語
ご
での書

か
き方

かた
と何

なに
がどう違

ちが

うのかを考
かんが
えることも大

たい
切
せつ
なことだと思

おも
います。

●データ●

zむさしの参
さん
加
か
型
がた
学
がく
習
しゅう
実
じっ
践
せん
研
けん
究
きゅう
会
かい
（杉

すぎ
澤
さわ
経
みち

子
こ
、山

やま
西
にし
優
ゆう
二
じ
、伊

い
東
とう
祐
すけ
郎
ろう
、野

の
山
やま
広
ひろし
、宮

みやざき
妙
たえ

子
こ
、吉

よし
村
むら
多
た
恵
え
子
こ
、河

かわ
北
きた
祐
ゆう
子
こ
、山

やま
辺
べ
真
ま
理
り
子
こ
）　x
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「人
にん
間
げん
関
かん
係
けい
づくり」を目

め
指
ざ
した地

ち
域
いき
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
の実

じっ
践
せん

『やってみよう参
さん

加
か

型
がた

学
がく

習
しゅう

』

自
じ
習
しゅう
でも授

じゅ
業
ぎょう
でもコミュニケーションを考

かんが
えるために

『日
に

本
ほん

語
ご

Eメールの書
か

き方
かた

』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 84 P. 85

P. 107P. 105P. 73

P.11 ～ 13 は国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の以

い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
専
せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

久
く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ
、向
むか
井
い
園
その
子
こ
、王

おうおう
　崇
すうすう
梁
りょうりょう
、木

き
谷
たに
直
なお
之
ゆき
、長
なが
坂
さか
水
み
晶
あき
（執
しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）
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